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参考資料 

 

資料 1：速記符号で書かれた史料は、中央執行委員会の議事録に綴じ込まれていた 

    1954 年 1 月～10 月（1433 枚） 

 
 

資料 2：速記の諸潮流の中で、日教組の速記史料は中根式速記法のものだった 
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資料 3：数十年も前に作られた速記史料を第三者が反訳するのは日本の速記史上初の試み 

 

 

資料 4：速記符号の反訳例 1（チラシに入れた史料） 1954 年 3 月 4 日中央執行委員会  
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3-222/ 

電話を■■/ 

協議/ 

―――――――――――――――――――――――――――― 

平垣/ 

３月３日付で衆議院の文部委員⾧、辻委員⾧から/ 

日教組責任者宛てに文書で正式に申し入れがありました。/ 

文部委員会で審議をする資料として日教組の運動方針、決算書、予算書等、/ 

文書を提出してほしいという要請があったというのです。 

 

資料５：速記符号の反訳例 2  1954 年 5 月 17 日中央執行委員会 
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資料６ 解読精度の検証のために（作業中） 

 現在、解読チームで別の未解読資料を解読中 

     第 35 回中央委員会（1954 年 12 月）の議事録の中に綴じ込まれた速記史料 

 

 
 

 


